
六
月

一
四
日

（金

、
三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

）

進
路
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
学
年
委
員
長

安
樂
克
美
さ
ん
、
神
田
芳

文
校
長
、
常
盤

学
学
年
主
任
の
あ
い
さ
つ
の

、
『

』

、

後

希
望
進
路
実
現
に
向
け
て

と
題
し
て

谷
本

祐

一
郎

先
生
か
ら
入
試
の
動
向
や
進

路
実
現
に
向
け
て
の
具
体
的
な
心
構
え
を
聞
き

ま
し
た
。
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
保
護
者
の
方
も
メ

モ
を
取
る
な
ど
真
剣
な
眼
差
し
で
聞
き
入
っ
て

。

、

。

い
ま
し
た

以
下
は

講
話
の
主
な
内
容
で
す

○
５
教
科
受
験
を
最
後
ま
で
貫
く
。

○
後
期
入
試
ま
で
粘
り
強
く
対
応
す
る
。

○
探
求
型
の
学
習
を
推
し
進
め
る
。

○
毎
日
の
授
業
と
家
庭
学
習
の
積
み
重
ね
が

合
否
を
決
め
る
。

○
成
績
が
伸
び
る
ま
で
に
は
五
ヶ
月
程
か
か

る
の
が
普
通
で
あ
る
。
諦
め
な
い
。

○
文
系

・
理
系

・
職
種
に
関
係
な
く
英
語
の

必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

ま
た
、
講
演
に
先
立
っ
て
進
路
指
導
部
か
ら
次
の
三

点
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

一

進
路
希
望
の
確
立

（学
校
の
選
定
）

二

不
得
意
科
目
の
克
服

（総
合
力
の
ア
ッ
プ
）

三

学
習
習
慣
の
定
着

（計
画
と
実
践
）

「夏
を
制
す
る
者
は
受
験
を
制
す
る
」
と
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
夏
を
制
す
る
に
は
ど
う
す
べ
き
か
、

各
自
自
問
自
答
し
、
進
路
実
現
を
果
た
す
た
め
に

平
成
二
五
年
夏
の
陣
を
自
ら
の
力
で
乗
り
切
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
夏
を
制
す
る
た
め
の
二
つ

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
紹
介
し
ま
す
。
参
考
と
し
て
く

だ
さ
い
。

①
優
先
順
位

得
意

・
不
得
意
科
目
を
確
認
し
、

苦
手
科
目
を
優
先
す
る
。

②
自
己
管
理

怠
け
た
く
な
る
自
分
を
自
覚
し
、

勉
強
せ
ざ
る
を
得
な
い
環
境
に
身
を
置
く
。

夏を制し，受験を制する！夏を制し，受験を制する！夏を制し，受験を制する！夏を制し，受験を制する！２０１３２０１３２０１３２０１３

真剣な表情の生徒・保護者のみなさん
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平成２５年

７月１２日

鹿児島県立

鹿屋高等学校

毎
日
の
授
業
を
大
切
に

継
続
は
力
な
り
！

進
路
講
演
会

進
路
講
演
会

進
路
講
演
会

進
路
講
演
会

・・・・
三
学
年

三
学
年

三
学
年

三
学
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ

Ｐ
Ｔ
Ａ
開
催
開
催
開
催
開
催

毎
月
発
行
す
る
こ
の

「
三
星
の
風
」
は
、

鹿
屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.ed
u
.p
ref.k

ag
o
sh
im
a.jp
/sh
/K
an
o
y
a/

「鹿
屋
高
校
」
で
も
検
索
で
き
ま
す
。

「「「「性性性性
にににに
関関関関
す
る
す
る
す
る
す
る
講
演
会

講
演
会

講
演
会

講
演
会
」」」」
開
催
開
催
開
催
開
催

男
性

・
女
性
の
生
理
的

・
心
理

・
社
会
的
特

性
を
理
解
し
、
異
性
に
対
す
る
思
い
や
り
や
責

任
を
自
覚
す
る
た
め
に
、
学
年
別
に
講
演
会
を

実
施
し
ま
し
た
。

・

（木
）
二
年
生

・
保
護
者
対
象

六
月

一
三
日

六
月

一
三
日

六
月

一
三
日

六
月

一
三
日

演
題

「対
等
で
互
い
を
尊
重
し
合
う
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の
被
害

～～～～

」

者

・
加
害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
～～～～

講
師

下
敷
領

須
美
子
先
生

鹿
児
島
大
学
医
学
部
保
健
学
科
准
教
授

・

（金
）

一
年
生

・
保
護
者
対
象

六
月
二

一
日

六
月
二

一
日

六
月
二

一
日

六
月
二

一
日

演
題

「心
と
体
の
主
人
公
に
な
ろ
う
」

講
師

上
村
直
美

・
安
藤
美
智
子
先
生

鹿
児
島
県
助
産
師
会
助
産
師

＊
三
年
生
は
十
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

主
な
行
事
予
定

七
月
七
月
七
月
七
月

【【【【文
月
文
月
文
月
文
月
】】】】

一
二
日

（金
）
学
校
関
係
者
評
価
委
員
会

一
五
日

（月
）
海
の
日

一
九
日

（金
）
終
業
式

・
朝
課
外
終
了

二

一
日

（日
）
Ｐ
Ｔ
Ａ
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

【

】

二
二
日

月

夏
季
前
期
課
外
開
始

（

）

全
学
年

家
庭
訪
問
開
始

【
一
年
】

二
七
日

（土
）
全
統
マ
ー
ク
模
試

【三
年
】

二
八
日

（日
）

〃

】

三

一
日

水

夏
季
前
期
課
外
終
了

（

）

【
一
・
二
年

一
・
二
年
進
路
講
演
会

八
月
八
月
八
月
八
月

【【【【葉
月
葉
月
葉
月
葉
月
】】】】

二
日

（金
）
夏
季
前
期
課
外
終
了

【三
年
】

一
〇
日

（土
）
三
星
会
総
会

（

）

【

】

一
九
日

月

夏
季
後
期
課
外
開
始

全
学
年

二
三
日

（金
）
中
学
生

一
日
体
験
講
座

【

】

二
四
日

土

九
大
プ
レ
代
ゼ
ミ

（

）

三
年
希
望
者

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
模
試

【
一
・
二
年
希
望
者
】

（

）

【

】

二
九
日

木

夏
季
後
期
課
外
終
了

全
学
年

※
都
合
に
よ
っ
て
変
更

・
追
加
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
学
校
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

第６９号平成２５年７月１２日 三星の風三星の風三星の風三星の風



六
月

一
八
日

（火

、
生
徒
会
立
会
演
説
会
が
行

）

わ
れ
、
立
候
補
者
は
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
当
日

選
挙
が
行
わ
れ
、
投
票
の
結
果
は
次
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

（

）

会

長

福
留

隆
広

二
年

第

一
鹿
屋

（

）

副
会
長

宇
治
野
友
哉

二
年

第

一
鹿
屋

（

）

図

書

常
盤

樹
希

二
年

垂
水
中
央

（

）

体

育

黒
木

雅
之

二
年

高

須

（

）

文

化

田
原

楓

二
年

鹿

屋

（

）

保

健

内
之
倉
彩
美

二
年

鹿

屋

（

）

風

紀

上
船

希

二
年

第

一
鹿
屋

（

）

交

通

佐
元
勇
太
郎

二
年

大
崎
第

一

（

）

厚

生

竹
野
日
奈
子

一
年

鹿

屋

東

（

）

会

計

二
ノ
方
克
広

二
年

第

一
鹿
屋

（

）

川
崎

雅

二
年

細

山

田

（

）

書

記

長
友

翔

一
年

第

一
鹿
屋

現執行部（下大園 光輝会長 他）現執行部（下大園 光輝会長 他）現執行部（下大園 光輝会長 他）現執行部（下大園 光輝会長 他）

伝統をしっかりと引き継ぎました。伝統をしっかりと引き継ぎました。伝統をしっかりと引き継ぎました。伝統をしっかりと引き継ぎました。

出
前
講
座
開
催

出
前
講
座
開
催

出
前
講
座
開
催

出
前
講
座
開
催

六
月

一
五
日

（土

、
二

・
三
年
生

）

対
象
に
、
十

一
大
学
か
ら
二
二
名
の
教

授
等
を
招
聘
し
、
学
部

・
学
科
研
究
の

一
環
と
し
て
出
前
授
業
を
実
施
し
ま
し

た
。
生
徒
は
、
事
前
に
決
定
し
て
い
た

コ
ー
ス
別
に
受
講
し
、
興
味
あ
る
分
野

の
講
義
を
熱
心
に
受
け
て
い
ま
し
た
。

大
学

・
学
部

・
学
科
を
選
択
す
る
上

で
、
と
て
も
有
意
義
な
出
前
講
座
で
し

た
。
大
学
の
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

全
国
大
会
出
場

祝祝祝祝県
大
会
等
に
お
い
て
、
次
の
個
人

・

団
体
が
見
事
全
国
大
会
出
場
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。
進
学
校
の
本
校
に
お

い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
が
勉
強
と
部

活
動
の
両
立
を
図

っ
て
い
ま
す
が
、
県

予
選
等
で
優
勝
し
、
全
国

へ
の
出
場
権

を
得
る
こ
と
は
ま
さ
し
く
快
挙
の

一
言

で
す
。
次
の
個
人

・
団
体
が
名
誉
あ
る

全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

<

イ
ン
タ
ー
ハ
イ>

<

イ
ン
タ
ー
ハ
イ>

<

イ
ン
タ
ー
ハ
イ>

<

イ
ン
タ
ー
ハ
イ>

○
空
手
道
個
人
形

（

）

加
藤

一
平

三
年

名

瀬

○
体
操
女
子
個
人

（

）

山
口
こ
は
る

三
年

大

隅

○
カ
ヌ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
シ
ン
グ
ル

（

）

前
田

公
明

三
年

吾

平

○
ボ
ー
ト

・
舵
手
付
き
ク
オ
ド
ル
プ
ル

（

）

松
山

貴
絵

三
年

錦

江

（

）

上
京

未
来

二
年

輝

北

（

）

小
森
も
も
子

二
年

垂
水
中
央

（

）

本
倉

佳
奈

二
年

高

隈

（

）

戸
田

朱
香

一
年

垂
水
中
央

（

）

川
添

綾
乃

一
年

鹿
屋
東

（

）

友
岡

蓮
奈

一
年

垂
水
中
央

<

全
国
総
合
文
化
祭>

<

全
国
総
合
文
化
祭>

<

全
国
総
合
文
化
祭>

<

全
国
総
合
文
化
祭>

○
美
術
部

有
嶋

緋
鶴

（三
年

東
串
良
中
）

○
書
道
部

門
原

裕
佳

（三
年

大
姶
良
中
）

体
調
管
理
を
し
っ
か
り
行
い
、
母
校

の
名
誉
と
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

持
て
る
力
を
発
揮
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
示
せ
、
三
星
健
児
魂
！

第６９号平成２５年７月１２日 三星の風三星の風三星の風三星の風

新
役
員
決
定

新
役
員
決
定

新
役
員
決
定

新
役
員
決
定

平
成
二
五
年
度

平
成
二
五
年
度

平
成
二
五
年
度

平
成
二
五
年
度

生
徒
会
役
員
選
挙
結
果

生
徒
会
役
員
選
挙
結
果

生
徒
会
役
員
選
挙
結
果

生
徒
会
役
員
選
挙
結
果

第

一
回
防
火
防
災
訓
練
実
施

第

一
回
防
火
防
災
訓
練
実
施

第

一
回
防
火
防
災
訓
練
実
施

第

一
回
防
火
防
災
訓
練
実
施

七
月
四
日

（木

、
有
事
に
際
し
、

）

被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
、

火
災
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
火
災
発
生
時
に
現

場
を
探
し
、
火
災
現
場
を
本
部
に
報
告

す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
等
、
よ
り
リ

ア
ル
な
状
況
を
設
定
し
ま
し
た
。
生
徒

・
職
員

（九
五
四
名
）
は
、
避
難
等
で

や
や
と
ま
ど
い
な
が
ら
も
真
剣
な
表
情

で
訓
練
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
大
隅

肝
属
地
区
消
防
組
合
の

下
八
重

さ

ん
は
火
災
避
難
時
の
注
意
事
項
と
し
て

次
の
三
点
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
周
囲

へ
大
声
で
知
ら
せ
る
。

②
戸
を
閉
め
る
。

③
現
状
を
冷
静
に
確
認
す
る
。

寺
田
寅
彦
の

「天
災
は
忘
れ
た
頃
に

来
る
」
と
い
う
言
葉
を
常
に
肝
に
銘
じ

て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

生
徒
生
徒
生
徒
生
徒

・・・・
職
員
職
員
職
員
職
員

迅
速
迅
速
迅
速
迅
速
にににに

。。。。

行
動
行
動
行
動
行
動
し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

し
ま
し
た

ＨＨＨＨ
先
生
先
生
先
生
先
生

見
事
見
事
見
事
見
事
なななな
火
消
火
消
火
消
火
消
しししし

で
し
た

で
し
た

で
し
た

で
し
た
。。。。


